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【通信可用性】

（問題）
•被災状況の収集や現地連
絡に必要な通信インフラも、
災害時には設備破損など
通信機能が停止する懸念
があります。
（対策方針）
•冗長化などで通信可用性
を向上する対策が必要で
す。

【意思決定支援】

（問題）
•災害時は刻々と状況が変
化するため、人の判断が追
い付かず対応が間に合わ
ない可能性があります。

（対策方針）
•逐次更新される情報を分
析し、最適な選択肢をリア
ルタイムに提示することで
人の判断を支援する仕組
みが必要です。

【状況最適な情報流通】

（問題）
•災害時では通信インフラの
能力低下や情報量増加に
よる輻輳で、重要情報の伝
送に支障が出る懸念があり
ます。
（対策方針）
•状況に合わせて流通させ
る情報の優先順位を最適
に制御する仕組みが必要
です。
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対策本部・行政

動的最適化技術を活用した災害復旧支援②

1. メッシュネットワーク（柔軟性）とモビリ
ティ（機動力）を組み合わせることで、
高い可用性・リアルタイム性を実現します。

2. 状況に合わせてネットワークを流通する
情報（データ）を適切に制御することで、
重要サービスの継続を可能とします。

３．課題解決技術 （当社の取り組み）
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Multi-

Connectivity

適応型データ流通 データ分散蓄積

1. 高可用性ネットワークでリアルタイムに、
収集・分析された状況情報（制約条件）を
もとに最適な選択肢を提示します。

2. 制約条件を適切に設定することが重要で
すが人の考えを定式化することは非常に
難しい問題です（暗黙の制約条件）。
運用中に動的改善する仕組みも合わせて
ご提案します。
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４．実現されるサービス例 （災害発生時・平時）
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